
日 時 ： 令和8年2月9日（月）14：00～16：30（受付13：30～）

場 所 ： 福井県中小企業産業大学校　大教室（福井市下六条町10-15）

定 員 ： ５０名　【定員になり次第締切ります】

受 講 料 ：

テキスト代 ： 1,000円（税込）　＊申込画面に記載の口座に締切までにお振込みください。

【使用テキスト　日本建築士会連合会発行『浸水被害住宅の技術対策マニュアル』】

●問合せ先 （一社）福井県建築士会　✉：kosyu@fukuiken-kenchikushikai.or.jp

　

■主催：一般社団法人福井県建築士会　共催：福井県、公益社団法人日本建築士会連合会　

　　　℡　0776-24-8781　FAX　0776-24-9570

16：15～

　　　　　16：30

　　　　　　(15分)

福井県土木部建築住宅課福井県浸水被害住宅相談員登録制度について

●受講ご希望の方は､下記URLまたはQRコードよりお申込み下さい。

●申込締切　　令和8年1月30日(金)

　　https://forms.gle/54tFyMz811LWx9hm7

CPD ： ２単位（予定）

日本建築士連合会発行　　

「浸水被害住宅の技術対策マニュアル」解説講習会

　近年多発する風水害に対して、防災はもとより発災後の復旧処置の迅速な対応が求められております。

　令和5年3月、日本建築士会連合会の災害対策委員会では、建築士を含めた建築技術者が被災住宅等の復旧に取り組む際に、

被災地の復旧対策の知見や貴重な体験データを集めた実用的指針として「浸水被害住宅の技術対策マニュアル」を策定しました。

　いつ来るかもしれぬ災害に対処するため、この「浸水被害住宅の技術対策マニュアル」の早い普及が急務であると考えております。

　そこで「浸水被害住宅の技術対策マニュアル」の解説講習会を開催します。ご興味のある方はぜひご参加ください。

　本講習会を受講された方は福井県浸水被害住宅相談員に登録することができます。

無料

＊テキストは日本建築士会連合会のHPよりダウンロードもできます

https://www.kenchikushikai.or.jp/data/saigai-taiou/202306_info_1-3.pdf

石井　隆司

〈愛知建築士会副会長〉

【連合会災害対策委員】

講師等時間割

15：15～

　　　　　16：15

　　　　　　(60分)

　　　　＊質疑含む

14：00～

　　　　　15：00

　　　　　　(60分)

第3章　被災住宅の相談窓口業務

　　1.相談内容の経過と分類

　　2.台風豪雨災害における相談活動の状況

　　3.相談員の心得

　　4.相談事例集

　　5.相談票の書式例と参考資料

第4章　被災住宅の応急復旧体制の提案

　　1.応急復旧体制の概要

　　2.応急復旧協力会の役割

　　3.応急復旧活動のフローと内容

　　4.応急復旧協力会の参考資料

　　5.応急復旧工事の概算費用

　　6.復旧工事概算費用算出シート

質疑応答

第1章　はじめに

　　1.マニュアルの考え方と利用方法

　　2.応急措置での基本的な注意点

第2章　被災住宅の応急措置と応急復旧工事

　　1.水害後の復旧までの流れと注意点

　　2.水害後の復旧までの作業の詳細

　　3.復旧にあたっての注意点と推奨する施工方法

　　4.応急修理から本格的な復旧に向けて

講習内容

休憩１５分

石井　隆司

〈愛知建築士会副会長〉

【連合会災害対策委員】


